
っ
て
食
べ
た
と
こ
ろ
、
久
し
ぶ
り
の
満
腹
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ら
れ
ぬ
思
い
出
と
な
っ
た
。

毛
布
一
枚
で
引
き
揚
げ
た
弟
の
身
分
、
そ
し
て
妻
と
子
供
一

人
が
北
海
道
に
引
き
揚
げ
て
待
っ
て
い
る
。
兄
貴
は
機
業
を
や

っ
て
い
る
。
こ
の
兄
貴
の
臑
を
か
じ
り
な
が
ら
、
独
立
し
て
私

も
織
物
工
業
の
経
営
主
（
三
部
制
）
と
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
長
い
苦
労
と
尊
い
体
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
四

十
五
年
こ
の
方
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

強
制
抑
留
の
思
い
出
　 長野
県
　
上
沼
景
明
　 

昭
和
十
四
年
四
月
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
参
加
し
、

内
原
訓
練
所
に
お
い
て
二
カ
月
間
の
内
地
訓
練
終
了
と
同
時
に

渡
満
、
勃
利
大
訓
練
所
に
入
所
。
一
カ
年
の
基
本
訓
練
を
終
え
、

綏
陽
県
老
菜
営
小
訓
練
所
に
入
所
し
訓
練
中
、
徴
兵
検
査
の
結

果
甲
種
合
格
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
福
知
山
西
部
歩
兵
第
六
二
部
隊
に

現
役
入
隊
、
三
カ
月
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
満
州
国
錦
州
省

山
海
関
独
立
守
備
隊
歩
兵
第
二
大
隊
（
満
州
第
三
八
七
部
隊
）

村
上
隊
の
所
属
と
な
り
勤
務
。
そ
の
後
、
湯
崗
子
第
三
航
空
情

報
連
絡
隊
に
転
属
勤
務
中
、
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
り
、
こ
こ

で
武
装
解
除
と
な
る
。

武
装
解
除
後
、
ソ
連
軍
の
指
令
に
よ
り
鞍
山
に
移
動
す
る
。

鞍
山
で
は
、
日
本
が
誇
っ
た
鞍
山
製
鉄
所
の
解
体
。
ソ
連
に
輸

送
す
る
た
め
の
貨
車
の
積
み
込
み
作
業
。
彼
ら
も
立
派
な
機
械

設
備
に
は
目
を
見
張
る
。
解
体
し
、
運
べ
る
物
は
ほ
と
ん
ど
持

ち
去
る
。
二
カ
月
近
く
か
か
っ
て
よ
う
や
く
解
体
作
業
も
終
わ

り
、
日
本
に
帰
る
日
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
。

や
が
て
貨
車
が
入
り
列
車
に
乗
る
。
日
本
に
帰
る
か
と
思
っ

て
い
た
の
が
、
列
車
は
西
へ
西
へ
と
約
一
カ
月
、
着
い
た
と
こ

ろ
は
ソ
連
邦
の
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
ア
ン
グ
レ
ン
で
あ
る
。
こ
こ

の
半
地
下
式
の
粗
末
な
建
物
が
我
々
の
入
る
収
容
所
で
あ
っ
た
。

細
い
通
路
の
両
側
の
二
段
の
床
に
す
し
詰
め
の
生
活
。
食
事
は

粗
末
な
上
に
量
が
少
な
い
。
我
々
二
十
代
、
三
十
代
の
働
き
盛

り
の
者
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
耐
え
難
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

上
、
作
業
は
道
路
工
事
、
建
築
工
事
の
レ
ン
ガ
積
み
、
大
工
仕



事
な
ど
重
労
働
で
、
体
が
保
て
な
い
。
こ
こ
は
シ
ベ
リ
ア
に
比

べ
温
暖
な
気
候
な
の
で
、
野
の
草
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ネ
ズ

ミ
、
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、
ミ
ミ
ズ
ま
で
も
食
べ
て
飢
え
を
し
の
い

だ
も
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
第
二
収
容
所
に
移
動
と
な
る
。
こ
の
収
容
所
は
炭
鉱

の
収
容
所
で
石
炭
の
採
掘
が
主
な
作
業
と
な
る
。
二
年
目
こ
ろ

よ
り
ア
ク
チ
ー
ブ
に
よ
る
民
主
運
動
が
始
ま
る
。
日
本
に
帰
る

に
は
民
主
化
が
大
事
と
聞
き
、
文
化
運
動
の
一
環
と
し
て
劇
団

（
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
）
を
結
成
し
て
、
演
劇
を
通
じ
て
い
か
に

も
民
主
運
動
に
徹
し
て
い
る
ご
と
く
振
る
舞
い
、
帰
国
の
一
日

も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
願
う
。

東
京
ダ
モ
イ
、
今
度
は
本
当
と
何
回
騙
さ
れ
た
こ
と
か
。
ソ

連
に
来
て
丸
三
年
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
、
よ
う
や
く
本
当
の

ダ
モ
イ
が
実
現
。
八
月
二
十
三
日
舞
鶴
に
上
陸
し
、
十
年
ぶ
り

に
故
郷
に
帰
る
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 岐阜
県
　
北
原
賞
一
　 

一
　
入
営
は
昭
和
十
八
年
九
月
十
日
。
飛
行
兵
と
し
て
満
州
第

九
七
飛
行
場
大
隊
に
入
隊
、
満
州
黒
龍
江
省
嫩
江
で
あ
っ
た
。

二
　
航
空
通
信
教
育
三
カ
月
。
第
二
七
対
空
無
線
隊
配
属
、
関

東
州
周
水
子
飛
行
襲
撃
中
隊
金
子
隊
に
派
遣
、
同
朝
鮮
慶
尚

南
道
大
田
飛
行
場
に
派
遣
、
同
全
羅
南
道
海
雲
台
飛
行
場
派

遣
、
対
潜
警
戒
、
船
団
援
護
作
戦
の
空
地
連
絡
に
一
貫
し
て

任
務
に
つ
く
。
任
務
解
か
れ
本
隊
に
帰
隊
。
鞍
山
第
一
五
飛

行
団
に
派
遣
、
協
力
任
務
に
つ
く
。

三
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
二
日
、
ソ
連
軍
攻
撃
の
命
を
受
け
、

錦
州
飛
行
場
に
転
進
。
同
十
五
日
、
白
城
子
転
進
の
命
を
受

け
、
錦
州
駅
に
て
列
車
待
ち
中
に
、
近
く
の
従
兄
宅
で
玉
音

放
送
を
聞
く
も
不
明
で
、
奉
天
駅
に
て
知
る
。

四
　
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
て
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
駅
よ
り
南
下
、
ウ

ズ
ベ
ク
共
和
国
タ
シ
ケ
ン
ト
通
過
、
ア
ン
グ
レ
ン
到
着
。
乗




